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2024 ヒロシマ・ナガサキ平和行動
ナガサキを最後の被爆地に

組合員のお店紹介
cafe OK ／パンとワインの店 PAN VINO

生活クラブ北海道 機関誌
チュプとはアイヌ語で太陽、月の意味

2024９月号

生活クラブの活動は組合員が生み出しています。本部委員会や支部とともに、
組合員が生活クラブを作ってきました。その姿を伝え続けてきた『チュプ』は
今号で 500 号！ 時代にあわせて変化し続ける活動と生活クラブの考え方を、
これからも楽しくわかりやすく誌面にしていきます。　　　　 〈広報委員会〉

『チュプ』創刊500号記念 広報委員会担当理事 座談会

これまでも これからも 生活クラブを伝えたい
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組織（８月度 ）
組合員数 12,213 名

加入 36 名 脱退 67 名
共同購入（９月度 ）
利 用 高 ２億 1,769 万 4,889 円

１世帯当たり 17,825 円
グリーンシステム（８月度 ）
Ｒ び ん 回　収 17,136 本

回収率 79.2 ％
紙パック 売却金 6,570 円

回収率 67.9 ％
ピッキング袋 回収率 20.8 ％

福祉基金（８月度 ）
賛同者数 2,971 名 賛同率 23.0 ％

エッコロ（８月度 ）
加入者数 3,910 名

加入 10 名 脱退 11 名
生活クラブ共済 ハグくみ  （７月度 ）

加入件数 1,403 件

CO・OP共済（７月度 ）
保有件数 たすけあい  3,715 件

あいぷらす 1,873 件

電気の共同購入  （６月 ）
〈 供給契約者数 〉 776 名

〈 電源構成比  速報値 〉
６月は約10割の電力を再生可能エネ
ルギー発電所からお届けしています。
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自宅リビングを改装した店内。少人数での貸切り
パーティーや、営業時間外のスペースレンタルも可

おすすめの「野菜たっぷりプレートランチ」。
手作りドレッシング付きのサラダや惣菜のプ
レートに、スープと自家製パンまたは十六穀
ごはんのセット

札幌市北区屯田３条３丁目８ー 10
　　           ☎ 080 ー 9615 ー 6658

焼き菓子やケーキも香料などの添加物
は使わず、道産蜂蜜やなたね油を使用

岩見沢市上幌向北１条６丁目 770 ー 40
　                         ☎ 080 － 5584 － 8923

三角の屋根と緑のドアが目印の可愛
らしい外観



─ 4─

2001 年３月号2001 年３月号2014 年３月号2014 年３月号

８/13  生活クラブ本部会議室

広報委員会は、広報委員と理事・職員・編集ワーカーズで構成
されています。たくさんの人が携わり作られてきた『チュプ』。
これまでの担当理事から３人を招き、話を聞きました。
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川瀬 泰宏
生活クラブ北海道 
広報委員会担当〈2006年～〉

1983 年４月に創刊。組合員の応募
により７月号で『チュプ』と命名

2021 年４月号2021 年４月号2008 年 11 月号2008 年 11 月号
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４
年
振
り
の
再
開
と
な
っ
た
今
年

の
ナ
ガ
サ
キ
平
和
行
動
は
、
一
部
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
や
予
想
以
上
の

猛
暑
も
あ
り
不
安
が
つ
の
る
３
日
間

で
し
た
が
、
多
く
の
知
識
や
経
験
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
、「
高
校
生
一
万
人
署
名
活

動
・
高
校
生
平
和
大
使
交
流
会
」
で

は
、
27
代
平
和
大
使
の
方
々
や
さ
ま

ざ
ま
な
都
道
府
県
の
高
校
生
が
集
ま

り
、
署
名
活
動
や
今
ま
で
お
こ
な
っ

て
き
た
活
動
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
を

報
告
し
あ
い
ま
し
た
。
北
海
道
は
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
利
用
や
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
、

岩
手
県
は
『
廃
墟
と
化
し
た
鉄
の
町
』

の
上
映
、
静
岡
県
は
手
話
を
用
い
た

歌
を
制
作
し
障
が
い
の
あ
る
方
に
も

原
爆
や
戦
争
、
平
和
の
大
切
さ
を
伝

え
る
工
夫
を
す
る
な
ど
で
す
。
そ
の

県
な
ら
で
は
の
考
え
方
は
、た
だ
習
っ

た
だ
け
や
聞
い
た
り
見
た
り
し
た
だ

け
の
こ
と
を
知
っ
た
と
思
い
込
ん
で

い
た
私
に
、
正
し
い
情
報
を
理
解
し

て
か
ら
発
信
し
て
い
く
と
い
う
新
し

い
考
え
方
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

発
信
す
る
に
あ
た
り
、
常
に
新
し
い

情
報
に
向
き
合
い
、
少
し
の
疑
問
を

も
追
及
し
、
発
信
後
も
責
任
を
持
つ

な
ど
責
務
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

並
大
抵
の
知
識
や
工
夫
だ
け
で
は
な

く
、た
く
さ
ん
の
思
い
と
疑
問
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
平
和
大
使
が
27
代
目

ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

原
爆
と
い
え
ば
「
広
島
」
と
い
う

認
識
が
あ
り
ま
し
た
が
、
長
崎
を
通

し
て
学
び
直
せ
た
こ
と
の
あ
り
が
た

さ
、
学
べ
る
こ
と
や
い
つ
で
も
冷
蔵

庫
を
開
け
る
と
食
べ
ら
れ
る
こ
と
、

蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
あ
た
り
前
の
よ
う

に
水
が
出
る
…
そ
の
「
あ
た
り
前
」

に
生
活
で
き
る
こ
と
に
感
謝
で
き
た

２
泊
３
日
で
し
た
。

　

最
後
に
、
生
活
ク
ラ
ブ
の
組
合
員

の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
多

く
の
カ
ン
パ
や
お
気
持
ち
で
戦
争
や

原
爆
、
平
和
だ
け
で
は
な
く
、
今
後

に
つ
い
て
考
え
る
、
人
生
で
一
回
あ

る
か
無
い
か
と
い
う
貴
重
な
企
画
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

核兵器廃絶と平和の願いを国連に届ける高校生平
和大使は全国17都道府県から集まり、活動を報告

平和祈念像前で平和案内人の田川さんと（左から田川恵美子・谷口愛依・中瀬美和・
春日しあ乃・谷江柚希・ハルボーセン美智代・高下洋子・小池悠月）

一
人
ひ
と
り
が
願
い
、
考
え
、
動
く
こ
と
に
よ
っ
て
平
和
な
社
会
を
つ
く
る
。
そ
の
実
践
が
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
平
和
行
動
で
す
。

１
９
９
１
年
か
ら
始
ま
り
コ
ロ
ナ
禍
の
中
断
は
あ
り
ま
し
た
が
今
年
再
開
、
多
く
の
組
合
員
カ
ン
パ
に
よ
っ
て
送
り
出
さ
れ
た
組
合
員
２
人
、

中
高
生
４
人
が
事
務
局
と
と
も
に
原
爆
投
下
日
に
合
わ
せ
、
現
地
ナ
ガ
サ
キ
に
立
ち
ま
し
た
。
戦
争
の
惨
禍
と
そ
れ
を
も
た
ら
し
た
原
因
に

も
踏
み
込
み
、
被
害
、
加
害
の
両
面
性
に
気
づ
く
旅
で
も
あ
る
平
和
行
動
は
、
私
た
ち
が
平
和
を
作
る
た
め
の
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

6

ナ
ガ
サ
キ
を
最
後
の
被
爆
地
に

７日： 長崎人権平和資料館
　　  軍艦島対岸慰霊碑
８日：  高校生平和大使の活動報告・交流会
          フィールドワーク
　　 長崎原爆資料館
９日： 山里小学校課外授業                
            城山小学校平和祈念館

同
年
代
と
の
交
流
　

　
　
平
和
活
動
に
触
れ
て

   

西
支
部  

春
日
し
あ
乃（
中
３
）
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こ
の
絵
に
描
か
れ
た
少
女
た
ち
の

身
元
が
わ
か
り
、
娘
の
地
蔵
を
作

り
た
い
と
い
う
母
の
願
い
が
現
地

の
高
校
生
は
じ
め
多
く
の
人
々
を

動
か
し
て
、
今
は
長
崎
原
爆
資
料

館
の
屋
上
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
像
を
作
っ
て
終
わ
る
の
で
は
な

く
、
そ
こ
か
ら
世
界
へ
、
平
和
を

考
え
る
輪
を
広
げ
た
い
」
関
わ
っ

た
人
の
思
い
だ
そ
う
で
す
。

　

同
じ
子
を
持
つ
親
と
し
て
胸
が

詰
ま
る
思
い
で
こ
の
絵
を
見
て
い

る
と
き
に
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た

時
刻
、
11
時
２
分
の
サ
イ
レ
ン
が
。

平
和
式
典
が
行
わ
れ
て
い
る
方
向

に
向
か
い
、
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し

た
。
戦
争
は
絶
対
に
い
け
な
い
こ

と
で
す
。

平
和
の
大
切
さ
を

　
　
伝
え
て
い
き
た
い

　      

厚
別
支
部
　
高
下   

洋
子

　

山
里
小
学
校
へ
平
和
授
業
の
見

学
に
行
く
途
中
、
制
服
を
着
た
小

中
学
生
と
す
れ
違
っ
た
の
で
「
今

日
は
学
校
へ
行
く
日
な
の
？
」
と

聞
く
と
、「
あ
の
日
だ
か
ら
行
く

ん
だ
」
と
の
答
え
。
旧
城
山
国
民

宿
舎
（
現 

城
山
小
学
校
内
）
で

は
「
少
年
平
和
像
」
に
被
っ
て
い

た
帽
子
を
脱
い
で
ぺ
こ
っ
と
お
じ

ぎ
を
す
る
小
学
生
を
見
ま
し
た
。

前
日
、
高
校
生
平
和
大
使
の
活
動

報
告
・
交
流
会
に
参
加
し
た
と
き

に
、
北
海
道
で
は
あ
ま
り
平
和
教

育
が
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
と
感

じ
て
い
た
の
で
、
平

和
授
業
の
大
切
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
小
学
校

に
も
平
和
祈
念
館
が

併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
城
山
小
学

校
平
和
祈
念
館
の
一

角
に
あ
っ
た
振
袖
の

少
女
の
原
画
『
悲
し

き
別
れ
｜
荼だ

び毘
』
が

心
に
残
り
ま
し
た
。

被
爆
か
ら
43
年
後
、

資
料
で
知
っ
た

　
　
事
実
と
思
想
教
育

   

厚
別
支
部  

谷
口 

愛
依 （
中
１
）

諸
国
で
お
こ
な
っ
て
き
た
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
朝
鮮
人
や
中
国
人

の
捕
虜
が
働
く
炭
鉱
で
の
質
素
な

食
事
、
騙
さ
れ
て
慰
安
婦
と
な
っ

た
若
い
女
性
の
酷
く
苦
し
そ
う
な

表
情
の
写
真
な
ど
が
あ
り
、
私
は

そ
れ
ら
を
見
て
言
葉
を
失
い
ま
し

た
。
な
か
で
も
一
番
印
象
に
残
っ

た
の
は
、
当
時
の
日
本
の
子
ど
も

用
雑
誌
の
付
録
で
、
日
本
軍
が
占

領
し
た
国
の
場
所
に
国
旗
を
貼
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。
当
時
そ
の

子
ど
も
た
ち
は
「
日
本
軍
は
凄
い
、

か
っ
こ
い
い
」
と
思
っ
て
シ
ー
ル

を
貼
り
進
め
て
い
た
そ
う
で
す
。

小
さ
な
子
ど
も
達
に
ま
で
国
の
思

想
が
植
え
付
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
と
て
も
驚
き
、

そ
れ
と
同
時
に
恐
怖
を
覚

え
ま
し
た
。

　

こ
の
資
料
館
に
展
示

さ
れ
て
い
た
資
料
を
通

し
て
、
や
は
り
「
戦
争
を

し
て
は
い
け
な
い
」
と
い

う
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し

た
。
皆
さ
ま
の
カ
ン
パ
で

長
崎
に
行
き
、
貴
重
な
経

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
を
心
か
ら
感
謝
い
た

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
ナ
ガ
サ
キ
平
和
行
動
に

参
加
し
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
長
崎
に
着
い
た
初
日

に
、
私
は
長
崎
人
権
平
和
資
料
館

を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
こ
は
、
元

中
華
料
理
店
を
改
装
し
た
資
料
館

で
、
民
間
の
方
が
運
営
し
て
い
る

珍
し
い
資
料
館
だ
と
い
う
こ
と
を

聞
き
ま
し
た
。
写
真
な
ど
を
通
し

て
、
日
本
人
が
戦
時
中
に
ア
ジ
ア

『悲しき別れ－荼毘』。原爆の犠牲となり、だびに付
される２人の少女が、晴れ着姿で薄化粧を施され、
並んで寝かされている様子が描かれています

7

　生活クラブの「自主運営・自主管理」
の考え方は、誰もが人間らしく生きる社
会に変えていく力になります。27 回目

となる私たちの平和行動も、土台となる平和な社会を
自らが作るための行動として考え、組み立ててきまし
た。今、ナガサキから学びたいのは原爆の壮絶な被害、
圧倒的な非人道性だけでなく、同じ過ちを二度と繰り
返さないために何が必要かを、市民自らがさまざまな

形で模索している姿、次の世代に継承していくため
の取り組みです。
　来年は戦後 80 年、ヒロシマから学びます。これから
も平和行動を組合員みんなでつなげていきましょう。
10 月 14 日（月・祝）、みなさんのカンパで現地に送
り出した８人による報告集会を開催予定です。ぜひ
来てください。報告集も作成中です。
                                  （文化委員会担当理事　小松 真理）

ア
ジ
ア
諸
国
で
の
日
本
軍
の
加
害
に
つ
い
て

説
明
す
る
新
海
智
広
理
事

２０２４   ヒロシマ・ナガサキ平和行動  ８／７～９
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道
産
間
伐
材
を
配
合
し
た
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

道産 間伐材使用

通
常
、
組
合
員
の
エ
ッ
セ
イ
コ
ー
ナ
ー
で
す
が
、

500
号
記
念
の
本
誌
で

は
チ
ュ
プ
作
成
に
携
わ
っ
て
い
る
職
員
の
エ
ッ
セ
イ
を
掲
載
し
ま
す
。

本ページに記載しているイベント等については、生活
クラブニュースを見て、参加申し込みをしてください。

問合せ  生活クラブ本部   ＴＥＬ  011（887）8891

https://www.hokkaido-seikatsuclub.coop/

ニュース

10月１週

日　時　11月５日（火）    第１部  /  10：30 ～ 12：00 
　　　　　　　　　　    第２部  /  13：30 ～ 15：00 

場　所　京王プラザホテル札幌（札幌市北区北５西７）

内　容

ニュース

９月１週

日　時　10月８日（火）   10：30 ～ 12：30 
場　所　新善光寺（札幌市中央区南６西１）

定　員　各 50人（参加費 1,000 円）
内　容 明治開拓時代、出稼ぎ労働者をつなぎとめるため、

国は薄野に遊郭を設置。貧しい農村・漁村からたく
さんの女性が連れてこられました。歴史を学んで、
今も続く女性や若者の貧困問題を考えてみませんか。
講師は民衆史研究家の石川圭子さん。

主催　文化委員会

ホテルのシェフが消費材を使った料理を提供♪ 共生
会メンバー（生産者）からは消費材のこだわりや美味
しさのヒミツなどを聞くことができます。生活クラブ
を知ってもらいたい友人・知人を誘って、ぜひ参加く
ださい。組合員のみの参加不可。託児無料。

共催　生活クラブ・共生会

釧路支部担当理事　福井 美知代

　釧路支部の組合員６人で、2023 年５月から
電気の供給が開始されたバイオガス発電の生
産者 ㈱ 阿寒マイクログリッドを訪れました。

　牛 1,200 頭分のふん尿を発酵させてできたガスを使い、
電気を作り出します。ガス発電機は３つあり、うち２つが
生活クラブでんきに売電されます。非常時には地域の民家
や施設のバックアップ電源に
なります。ふん尿を集めるラ
インは人手がかからないよう
になっていますが、箒

ほうき

などの
異物が混入して異常を知らせ
るブザーが鳴ることも。災害
時の停電での運用についてや、発電後の産物が肥料などに
再利用されることなどを聞き、地域共生の取り組みに期待
できると感じました。電気も消費材。再生可能エネルギー
中心の生活クラブでんきを選んで利用していきましょう。
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